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　Open ES（オープンエントリーシート）は、WEBに登録することで複
数の企業に提出できるリクルートのサービスです。就職情報サイト「リ
クナビ」に求人情報を掲載する企業の中には、Open ESを採用する
企業が多数あります。本学では、





　私たち女子バスケッ



　2016年1月13日より、毎週水曜日午後6時

半から8時まで、本学まちなかキャンパスにお

いて、環大スタディ(略称カンスタ)と称した新

たな取組が始まりました。これは、文部科学省

が進めている地域創生推進事業(COC事業)

に、本学の｢麒麟の知(地)による学生教育プ

ログラム｣が採択されたことを契機に、現在、

教職課程を履修している4回生たち自身が地

域に貢献することと、自らの教育実践力を高

めるために、企画した取組です。

　鳥取県・鳥取市の両教育委員会、周辺の

中学校、高等学校の理解と協力も得て、自作

のポスターやチラシを配布し、子どもたちに呼

びかけて始まったこの取組には、毎回学生約

10名がボランティアとして参加、毎週やってく

る周辺地域の中学生や高校生が持参する宿

題や課題等のアドバイスに、マンツーマンで

取り組んでいます。中には、進路の相談や部

活動のことなど、年齢が近いだけに学生たち

に様々な相談をする子どもたちもおり、終始、

静かに落ち着いて学習しながらも温かい雰囲

気に満ちた場となっています。

　参加学生からは、｢鳥取でお世話になった

恩返しになれば｣という言葉や｢答えではなくヒ

ントを出していく、改めて教えるって難しいなあ

｣といった言葉が出ていますし、一方、毎週

やってくる中学生からは、｢話しやすいし相談し

やすい｣という感想も聞いています。

　本学環境学部の徳田悠希講師は、千徳明

日香博士（京都大学瀬戸臨海実験所）、江﨑

洋一教授（大阪市立大学大学院）との共同

研究で、日本近海の海底の砂中に自ら潜り生

活する、移動するイシサンゴ（タマサンゴ）を発

見しました（図１参照）。従来、イシサンゴ類で

このような生活様式は知られておらず、世界で

初めての発見です。さらに、このような砂中に

潜って生活するサンゴは、約8000万年前の

　5月26日（木）、本学と岩美町は岩美町役場

において連携協力に関する協定調印式を行

いました。これは、両者がこれまで積み重ねて

きた連携実績と信頼関係をベースに、教員の

学生たちによる子どもたちの
学習支援「環大スタディ」始まる!!

　4月4日（月）、とりぎん文化会館梨花ホー

ルにおいて、入学式を挙行しました。学部生

2016年度 公立鳥取環境大学
学部・大学院入学式を挙行

研究紹介：世界初、砂に潜る
小さなイシサンゴの発見
－ 海洋生物学における新たな知見 －
（徳田講師）

岩美町と地域活性化を目的とした
協定を締結  ～実践的な教育に
より地域活性化に貢献～

後期白亜紀にすでに地球上に登場していた

ことも明らかとなりました。

　この研究は、Nature Publishing Groupが

発行する「Scientific Reports」において、論

文が掲載されています。

【研究論文名】

Burrowing hard corals occurring on the 

sea floor since 80 million years ago

（8000万年前から海底に出現していた潜行

性イシサンゴ）

【著者】

千徳明日香（京都大学瀬戸臨海実験所）、 

徳田悠希（公立鳥取環境大学・鳥取県立博

物館）、 江﨑洋一（大阪市立大学大学院）

【公表雑誌】

Scientific Reports（Nature Publishing 

Group)

発表論文URL：http://www.nature.com/

articles/srep24355

【研究成果のポイント】

○タマサンゴの飼育実験を行い、世界で初め

て、砂の中に自ら潜り生活するイシサンゴを発

見し、沖合の砂泥底に生息するイシサンゴの

生活様式が明らかとなった。

○砂中への潜行、姿勢の回復、砂による埋没

からの脱出は、軟体部（ポリプ）が膨張収縮を

繰り返すことで生じる。

○このような砂の中へ潜るイシサンゴは、白亜

紀後期の約8000万年前にすでに地球上に

登場し、その後、多様化した。

292名（環境学部142名（うち3年次編入学1

名）、経営学部150名）、大学院生3名が入学

しました。

　式典では、学部新入生代表の近本美乃里

さんと、大学院新入生代表の荻原悠季さんが

それぞれ入学生宣誓を行い、近本さんは「自

然豊かな環境で様々な体験を通し、生き物の

生態や地域の特色を直接感じることでより深

い知識を身につけるとともに、自然とどのよう

に向き合い、資源をどのように活用するべきか

を学び、大学の基本理念である「人と社会と

自然との共生」を実現するため、研究していき

たい」と、今後の意気込みを述べました。

　また、歓迎セレモニーでは、和太鼓部による

和太鼓演奏が行われ、力強く勇壮な演技が

披露されました。

※図1：砂を掘って潜るタマサンゴ
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　現在は経営学部の所属となっています

が、情報科学分野の研究をしています。音

響信号処理、画像処理、ロボットの研究を

行い、ふとしたことからある大学で日本初

の電子図書館を構築しました。鳥取環境

大学に着任してからは、ネットワークを用い

た映像伝送の応用や、気象センサを密に

配置してセンサからの情報を収集・蓄積

することをテーマとしてきました。

　このように書いてみると、それぞれのテー

マの間に関連があるような、ないような、

よく分からないことになっているなと感じま

す。でも本人は、「コンピュータという機械

はこんなことができるので、役に立つのだ

よ」ということを示してきたつもりです。人

間の聴覚や視覚をコンピュータで「真似」

をする、あるいは情報を溜め込んで必要な

時に瞬時に引き出す。そういったことを

テーマとしてきたのです。ネットワークを用

いた映像伝送の応用については、少し毛

色が違うようですが。最近、人工知能、ロ

ボット、電子書籍などが話題になることが

多くなっていますが、それらを見ると「ああ、

僕たちがやってきたことが今華開いてるん

だなぁ」と思います。それと同時に、未来に

華咲くための種を仕込まないといけないと

の思いを新たにしています。

　公立化になって5年目。公立鳥取環境

大学になっての第1期生240名がこの3月

に巣立っていきました。そのうち123名が環

境学部の学生達です。

　ところで、高校の先生方への大学説明

会等で、（農学部とか法学部といった既成

のものとは異なった）環境学部はどんな学

部か、どんなことをするのかといった質問

をよく受けます。そんなとき私は次のような

答えをします。

　環境問題の改善のためには、さまざまな

学問分野の研究、実践が必要です。環境

学部では、自然環境保全プログラム（大

気、水、土壌、生物からなる自然生態系を

調べ、健全な状態を維持する方法を探

る）、循環型社会形成プログラム（大量の

エネルギーや物質を消費する人間活動が

自然生態系に及ぼす影響を調べ、活動が

生態系にダメージを与えない方法を探

る）、人間環境プログラム（人間が、より快

適な生活ができるように作り出してきた、

居住地をはじめとした人工的環境を調べ、

生態系と共存するあり方を探る）という3つ

の面から環境問題に取り組みます。学生

諸君はフィールドワークを重視して環境問

題の全体像を学びつつ、3、4年次で、それ

ぞれが希望する専門分野を深めていく ― 

それが環境に特化した本学部の強みだと

思っています。また環境問題に、理論的、

実践的にぶつかることを通して、それぞれ

の問題解決能力全体を高めることや教育

者への道を目指すことも環境学部の特色

だと考えています。

　今年度は、環境学部教員の念願であっ

た実験棟も完成する予定です。学部の教

員全体が環境問題の全体像を念頭に、

各々の専門分野でのびのびと教育、研究

に取り組む ― そんな姿勢で、学生達としっ

かり向き合っていきたいと思っています。
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　本年4月に人間形成教育センターに着任

いたしました。本学では英語の授業を担当し

ます。英語を使って必要な情報を理解したり、

思っていることを自由に表現できるようになる

には、まずしっかりと文法や構文について知る

ことだと思います。「慣れさえすればどうにかな

る」という考えがどうも教える側の人にも横行

していますが、何も教えないまま英語で授業

をするなどというのは全くおかしな教育です。

　3月までは秋田に住んでいましたが、高校

までは倉吉で生活していました。赴任して間

もない頃、周りの人たちに「ここ（鳥取）は冬

が寒いですよ、雪が降るし…」などと言われて

返答に困ったものです。地元の風土や環境

を生かした教育ができればと思っています。
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　4月より人間形成教育センターにて着任を

いたしました。言語社会学を筆頭に、Testing

やENIE（新聞活用教育：時事英語）、CLIL

（内容言語統合学習）を専門としながら、授

業は英語科目全般を担当しています。【日本

列島徒歩縦断】を行いつつ、海外は35ヶ国・

地域を放浪し、各種心理カウンセリング資格

を有しています。「世界の人々と生命をつな

ぐための言語」－英語「で」環境学・経営学

を身につけるための基礎力と対話力を学ん

でいきましょう。全国各地やアジア諸国から

集った、志の高い皆さんとお会いできた事を

嬉しく思います。素晴らしい自然環境に溢れ

るこの鳥取の大地で、皆さんと共にさらに成

長していきたいと願っています。
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　本年4月に環境学部に着任いたしました。

幼少を広島で過ごした後、学校や仕事の都

合で東京、宇都宮、札幌、金沢と移り住み、こ

の度ようやく中国地方に戻ってきました。私

の専門は植物生態学で、植物だけでなく、植

物と関わる昆虫や動物も研究対象にします。

日本は南北に長く、しかも太平洋側と日本海

側で気候が全く違うので、地域によって自然

の様子が大きく異なります。鳥取の自然環境

も私のこれまでのフィールドとはかなり違うの

で、大学周辺の林を歩いても、山に登っても

「楽しい」発見の連続です。教育・研究では

科学的方法論や調査技術の指導を重視し

ますが、学生には「楽しい」という気持ちを

持ってもらえるようにしたいと思っています。
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　はじめまして。この4月に環境学部に着任

いたしました山本敦史です。私たち人間は

様々な化学物質を新しく作り出し、暮らしを

多様で便利なものにしてきました。その結果、

今では人間以外の生物も私たちの作り出し



TwitterやFacebookページなどで公立鳥取環境大学の
最新情報を発信しています。パンフレットや公式ホーム
ページでは紹介しきれないニュースや出来事など「公立鳥
取環境大学の今」を発信しています。

http://www.kankyo-u.ac.jp/about/social_m/
ソーシャル・メディア公式アカウント一覧 
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